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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成28年2月4日(2016.2.4)

【公表番号】特表2015-507842(P2015-507842A)
【公表日】平成27年3月12日(2015.3.12)
【年通号数】公開・登録公報2015-016
【出願番号】特願2014-548264(P2014-548264)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  31/055    (2014.01)
   Ｈ０１Ｌ  31/054    (2014.01)
   Ｂ８２Ｙ  20/00     (2011.01)
   Ｂ８２Ｙ  30/00     (2011.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ   31/04     ６２２　
   Ｈ０１Ｌ   31/04     ６２０　
   Ｂ８２Ｙ   20/00     　　　　
   Ｂ８２Ｙ   30/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年12月8日(2015.12.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入射光を少なくとも１つの動作モードにおいて変換する少なくとも１つの発光デバイス
であって、少なくとも１つのナノ構造層と、少なくとも１つの発光部材とを有し、前記ナ
ノ構造層と前記発光部材との間の距離は、７００ｎｍより小さい発光デバイスと、
　光を全内部反射により太陽電池に向かう方向に導く少なくとも１つの導光器と、
を有する、発光性太陽集光器。
【請求項２】
　前記ナノ構造層がプラズモン・ナノアンテナの少なくとも１つのアレイを有する、請求
項１に記載の発光性太陽集光器。
【請求項３】
　前記ナノ構造層が共鳴散乱器の少なくとも１つのアレイを有する、請求項１に記載の発
光性太陽集光器。
【請求項４】
　前記発光デバイスの前記ナノ構造層が周期性を持つアレイを有し、前記周期性は、少な
くとも１つの動作モードにおいて前記導光器の全内部反射のための臨界角αcritより大き
な放射角βmaxでの電磁波の最大放射を提供するように選択される、請求項１ないし３の
何れか一項に記載の発光性太陽集光器。
【請求項５】
　少なくとも１つの動作モードにおいて、前記ナノ構造層の電磁波の放射スペクトルの下
限波長が、前記発光部材の電磁波の吸収スペクトルの上限波長より大きく、前記下限波長
は、前記放射スペクトルの最大強度の１０％の放射強度を持つ、前記最大強度が生じる波
長より小さい前記放射スペクトルの最初の波長として定義され、前記上限波長は、最大吸
収度の１０％の吸収度を持つ、前記最大吸収度が生じる波長より大きな前記吸収スペクト
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ルの最初の波長として定義される、請求項１ないし４の何れか一項に記載の発光性太陽集
光器。
【請求項６】
　前記ナノ構造層が少なくとも１つの方向に周期構造を有する、請求項１ないし５の何れ
か一項に記載の発光性太陽集光器。
【請求項７】
　前記発光デバイスの前記ナノ構造層がヘテロ構造半導体ナノワイヤの少なくとも１つの
アレイを有する、請求項１ないし６の何れか一項に記載の発光性太陽集光器。
【請求項８】
　前記ヘテロ構造半導体ナノワイヤの各々が、１００ｎｍ未満の直径の上部と、３００ｎ
ｍ未満の低部直径を持つ先細りの下部とを有する、請求項７に記載の発光性太陽集光器。
【請求項９】
　前記ナノ構造層が少なくとも１つの方向において実質的に５００ｎｍの周期ピッチを有
する、請求項７又は請求項８に記載の発光性太陽集光器。
【請求項１０】
　少なくとも１つの請求項１ないし９の何れか一項に記載の発光性太陽集光器と、
　該発光性太陽集光器に光学的に結合される少なくとも１つの太陽電池と、
を有する、光電発電機。
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